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写真1：宮本百合子の石碑

写真2：沼波勇一氏と長女

写真4：整理開架された宮本百合子の関連書籍

写真5：沼波勇一氏と姉妹

写真3：長者町で過ごした宮本百合子（中央）
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第㉔回

沼
波
勇
一
氏
（
革
新
の
篤
志
者
、
故
人
）

▼
千
葉
県
い
す
み
市
岬
町

筆
者
は
、
千
葉
県
い
す
み

市
岬
町
に
、
千
葉
市
か
ら
引

っ
越
し
て
も
う
28
年
近
く
に

な
る
。
千
葉
県
の
外
房
と
呼

ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、
太
平
洋

の
潮
騒
が
聞
こ
え
る
海
里
で

も
あ
り
、
夷
隅
川
の
川
里
で

も
あ
り
、
田
畑
が
広
が
る
。

コ
ロ
ナ
で
地
方
へ
の
移
住
や

都
心
と
の
二
地
域
居
住
が
意

識
さ
れ
実
行
す
る
人
も
増
え

て
き
た
。
筆
者
は
、
そ
れ
を

進
め
る
意
味
で
、
本
紙
に
も

自
身
の
話
題
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
地
は
、
い
ま
洋
上
風

力
発
電
の
候
補
地
と
し
て
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

証
拠
に
は
、
わ
が
家
か
ら
風

況
測
定
の
マ
ス
ト
が
５
本
も

建
っ
て
い
る
。
海
辺
か
ら
３

㌔
㍍
沖
合
に
着
床
式
の
洋
上

風
車
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
県
で
、
銚
子
市
沖
合
の

洋
上
風
力
に
続
い
て
次
世
代

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
こ
の
地

か
ら
先
導
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
嬉
し
い
。
す
る
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
来
訪
者
ば
か
り
で
な

く
観
光
客
も
増
え
、
ま
た
移

住
者
も
増
え
る
。
こ
う
し
た

動
き
に
、
地
元
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
お
も

て
な
し
力
」
と
「
地
域
力
」

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
そ
の
土
地
に
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
地
元
居
住

者
自
身
が
「
愛
郷
心
」
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う

概
念
が
そ
の
こ
と
に
貢
献
し

そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

《
地
域
資
源
》
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
潜
在
し
て
い
た
「
地
域

資
源
の
掘
り
起
こ
し
」
を
し

て
、
理
解
を
す
す
め
、
先
述

の
二
力
一
心
（
お
も
て
な
し

力
＆
地
域
力
＆
愛
郷
心
）
を

共
有
し
た
い
。

海
に
入
る
／
岬
の
か
な
た
虹

立
ち
て
居
り

よ
し
き
り
の
こ
こ
だ
来
啼

け
る
河
口
に
／
か
か
る
木
橋

は
年
古
り
に
け
り

虹
か
ゝ
る
岬
の
は
て
の
叢

松
は
／
小
さ
く
群
れ
て
目
に

さ
や
か
な
り

２
回
目
は
、
２
年
後
の
１

９
４
７
年
８
～
９
月
で
、

『
道
標
』
を
書
き
始
め
た
。

左
側
の
石
碑
に
は
、
そ
の
中

の
一
文
が
刻
示
さ
れ
て
い
る
。

「
う
ら
ゝ
か
な
春
は
き
び

し
い
冬
の
あ
と
に
来
る　

可

愛
い
蕗
の
と
う
は
霜
の
下
で

用
意
さ
れ
た
。」

百
合
子
が
、
長
者
町
で
住

民
と
写
っ
た
写
真
が
残
っ
て

い
る
（
写
真
３
）。

▼
地
域
資
源
と
し
て
整
備

上
述
の
よ
う
な
石
碑
の
ほ

か
そ
の
傍
ら
に
は
、
６
畳
の

広
さ
の
プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
が

建
っ
て
い
る
。
筆
者
が
、
そ

の
中
を
覗
い
て
み
た
ら
、
た

く
さ
ん
の
蔵
書
本
が
床
に
、

た
だ
置
か
れ
て
い
た
。
本
好

き
の
者
に
と
っ
て
は
耐
え
が

た
い
こ
と
で
、
石
碑
の
裏
に

書
か
れ
て
い
る
設
置
者
の
沼

波
家
に
電
話
し
て
も
つ
な
が

ら
な
い
。
貼
り
紙
に
書
か
れ

て
い
た
連
絡
先
に
電
話
し
て
、

本
号
で
取

り
上
げ
る
人

物

で

あ

る

（
故
）
沼
波
勇

一
氏
は
、
こ

の
意
味
に
お

い
て
先
見
性

を
も
ち
、
私

財
を
も
っ
て

《
地
域
資
源
》

を
創
り
上
げ

た
。
我
々
は
、

そ
の
遺
志
に

応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
宮
本
百
合
子
の
石
碑

東
京
や
首
都
圏
か
ら
の
人

向
け
に
記
せ
ば
、
千
葉
駅
や

蘇
我
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
外
房
線
で

上
総
一
ノ
宮
駅
を
通
過
し
、

３
駅
目
が
長
者
町
駅
で
あ

る
。
千
葉
駅
か
ら
約
50
㌔

㍍
、
各
駅
停
車
で
は
１
時
間

弱
の
乗
車
時
間
と
な
る
。
長

者
町
駅
で
下
車
、
そ
の
ま
ま

真
っ
す
ぐ
に
３
０
０
㍍
も
歩

く
と
長
者
の
本
町
通
り
に
な

る
。
そ
の
三
叉
路
を
右
折
し

海
岸
方
向
に
向
か
い
、
銀
行

や
ス
ー
パ
ー
や
書
店
や
医
院

な
ど
商
店
と
民
家
が
併
存
す

る
通
り
を
５
０
０
㍍
程
度
歩

く
と
、
左
手
に
、
写
真
１
の

よ
う
な
立
派
な
石
碑
に
至

る
。
こ
れ
が
、《
地
域
資

源
》
と
し
て
の
「
宮
本
百
合

子
の
石
碑
」
で
あ
る
。

宮
本
百
合
子
（
明
治
32
年
、

１
８
９
９
年
～
昭
和
26
年
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
弾

圧
に
よ
り
執
筆
活
動
が
中
断

し
た
が
、
戦
後
１
９
４
６
年

か
ら
は
多
く
の
文
学
作
品
を

発
表
し
た
。『
風
知
草
』、

『
播
州
平
野
』、『
潮
流
』、

『
道
標
』
な
ど
。
こ
れ
ら
の

作
品
の
う
ち
、
現
在
の
い
す

み
市
岬
町
に
お
い
て
執
筆
さ

れ
た
も
の
に
は
、『
道
標
』

が
あ
る
。

宮
本
姓
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
が
、
百
合
子
は
妹
の

寿
江
子
の
病
気
療
養
を
見
舞

う
た
め
、
夷
隅
川
河
口
近
く

の
貸
別
荘
に
10
日
ほ
ど
滞
在

し
た
。
１
９
４
５
年
５
月
10

日
か
ら
で
あ
り
、
顕
治
は
網

走
の
獄
中
に
い
た
。
顕
治
に

宛
て
た
手
紙
に
は
、
詠
ん
だ

３
首
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
た

（『
十
二
年
の
手
紙
』（
顕

治
・
百
合
子
共
著
）。
そ
の

歌
が
、
右
側
の
石
碑
に
刻
ま

れ
て
い
る
。

ひ
ろ
び
ろ
と
夷
隅
の
川
の

っ
た
。
旧
姓
は
中
條
で
、
本

名
は
ユ
リ
で
あ
っ
た
。
中
條

ユ
リ
は
、
著
名
な
建
築
家
・

中
條
精
一
郎
の
長
女
で
あ
る
。

宮
本
百
合
子
は
、
東
京
生

ま
れ
、
上
流
家
庭
の
情
操
教

育
を
受
け
、
日
本
女
子
大

（
予
科
）
に
入
学
し
17
歳
で

中
條
百
合
子
と
し
て
『
貧
し

き
人
々
の
群
』
を
発
表
し
て

天
才
少
女
と
評
さ
れ
た
と
い

う
。
２
０
１
８
年
、
日
本
女

子
大
は
中
退
し
、
父
親
と
渡

米
し
遊
学
、
知
り
合
っ
た
言

語
学
者
の
荒
木
茂
（
１
８
８

４
～
１
９
３
２
年
）
と
結
婚

し
た
が
、
１
９
２
４
年
に
離

婚
。
そ
の
後
、
１
９
２
７
～

３
０
年
に
は
、
ロ
シ
ア
文
学

者
の
湯
浅
芳
子
（
１
８
９
６

～
１
９
９
０
年
）
と
と
も

に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ロ
シ

ア
旅
行
。
帰
国
後
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
に
傾
注
し
、
日

本
共
産
党
に
入
党
し
、
宮
本

顕
治
と
知
り
合
い
結
婚
。

沼
波
父
娘
、
井
上
氏
、
筆
者
の

４
人
で
、
石
碑
・
ハ
ウ
ス
・
蔵

書
の
保
存
と
管
理
に
つ
い
て

相
談
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
筆

者
が
書
庫
を
提
供
し
、
そ
の
管

理
も
行
い
た
い
と
申
し
出
た
。

同
時
に
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
地
域
住
民
の
参
加
も

提
案
し
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の

整
備
が
始
ま
っ
た
。
写
真
４

は
、
書
庫
に
納
ま
っ
た
書
籍
の

写
真
で
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
も
備
え
、
こ
こ
で
読
書
す
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、《
地
域
資
源
》

と
し
て
の
整
備
に
つ
な
が
る
。

▼
沼
波
勇
一
氏
に
つ
い
て

紹
介
が
遅
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
石
碑
を
設
置
し
た

の
は
、
当
時
、
千
葉
市
に
住

む
沼
波
勇
一
氏
で
あ
っ
た
。

同
氏
は
、
１
９
３
２
年
１

月
16
日
に
宮
城
県
仙
台
市
に

生
ま
れ
た
。
旧
制
中
学
を
卒

業
し
49
年
に
塩
釜
税
務
署
に

就
職
し
、
そ
の
後
、
宮
城
県

大
河
原
税
務
署
を
経
て
、
55

年
に
は
荻
窪
税
務
署
勤
務
と

な
り
東
京
で
の
生
活
が
始
ま

っ
た
。
全
国
税
務
署
の
組
合

専
従
で
活
躍
し
た
。
千
葉
市

出
身
の
谷
畑
勝
子
さ
ん
と
結

婚
し
、
千
葉
市
に
転
居
し
72

と
の
出
会
い
は
、
以
下
の
様

で
あ
る
ら
し
い
。
妻
の
勝
子

さ
ん
が
１
９
９
７
年
３
月
に

急
死
し
た
の
ち
17
年
が
過

ぎ
、
遺
品
と
な
っ
て
い
た
百

合
子
選
集
な
ど
を
読
ん
で
、

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。
特

に
、『
貧
し
き
人
々
の
群
』

に
は
、
自
身
を
重
ね
た
よ
う

で
あ
る
。

勇
一
氏
は
、
百
合
子
の
作

品
に
登
場
す
る
所
縁
の
地
で

あ
る
長
者
町
に
、
百
合
子
の

証
を
残
し
た
い
と
考
え
た
。

そ
の
た
め
、
現
地
を
訪
ね
、

不
動
産
屋
と
石
材
屋
と
相
談

し
、
土
地
を
求
め
、
石
碑
を

建
て
た
。
当
初
は
、
写
真
１

の
左
右
の
石
碑
を
２
０
１
４

年
に
設
置
し
た
が
、
５
年
後

に
は
中
央
部
分
に
千
葉
県
旭

市
出
身
で
弾
圧
で
24
歳
で
獄

死
し
た
飯
島
喜
美
（
１
９
１

１
～
35
年
）
を
顕
彰
す
る
石

碑
を
追
加
、
設
置
し
た
と
い

う
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
自

費
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、

妻
へ
の
慰
労
や
感
謝
も
込
め

ら
れ
て
い
た
。

前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
い

ま
か
ら
１
年
前
に
は
長
者
町

に
来
て
く
れ
、
地
域
資
源
と
し

て
の
活
用
と
保
全
に
つ
い
て

相
談
し
た
が
、
そ
の
４
カ
月
後

に
、
沼
波
氏
は
故
人
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
89
歳
で
あ
っ
た
。

今
回
、
以
上
の
背
景
や
家
族
関

係
に
つ
い
て
は
、
千
葉
市
に
住

ん
で
仏
壇
の
中
の
父
親
を
祀

っ
て
い
る
次
女
宅
を
訪
問
し
、

姉
妹
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
（
写

真
５
）。
そ
の
日
は
、
偶
然
に

も
１
月
26
日
で
、
勇
一
氏
の

90
歳
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。

▼
む
す
び

い
す
み
市
岬
町
は
、
東
京

か
ら
近
く
、
鉄
道
一
本
で
来

れ
る
の
で
、
著
名
な
人
の
別

荘
も
あ
り
、
文
人
も
訪
ね
た
。

明
治
の
財
界
人
・
梅
屋
庄
吉

は
特
筆
す
べ
き
人
物
で
、
そ

の
関
わ
り
で
蒋
介
石
や
孫
文

も
滞
在
し
た
。
そ
の
「
以
徳

報
怨
」
の
石
碑
も
建
立
、
設

置
さ
れ
て
い
る
。
梅
屋
の
別

荘
跡
地
の
近
く
に
は
事
業
家

の
大
野
丈
助
の
別
邸
も
あ
り
、

日
活
映
画
の
撮
影
所
と
し
て

も
利
用
さ
れ
た
。
文
豪
・
森

鴎
外
の
別
荘
跡
も
す
ぐ
近
く

に
あ
る
。
ま
た
学
者
一
家
の

１
９
５
１
年
）
に

つ
い
て
は
、
知
る

人
が
少
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
一
方

で
、
文
学
に
詳
し

い
方
は
衆
知
で
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
者
で
あ
る
。
１

９
３
２
年
に
、
日

本
共
産
党
書
記
長

の
宮
本
顕
治
（
１

９
０
８
～
２
０
０

７
年
）
の
妻
と
な

た
ど
り
着
い
た
の

が
い
す
み
市
議
会

議
員
の
井
上
ひ
ろ

み
氏
（
日
本
共
産

党
）
で
あ
っ
た
。

事
情
を
話
し
、
沼

波
氏
に
連
絡
し
て

頂
い
た
。

２
０
２
１
年
１

月
26
日
に
、
沼
波

勇
一
氏
と
長
女
が

長
者
町
に
来
て
く

れ
た
（
写
真
２
）。

年
か
ら
は
千
葉

県
保
険
医
協
会

の
創
立
に
係
わ

り
局
長
職
に
あ

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
不
当

に
解
雇
さ
れ
、

退
職
後
は
「
生

活
と
健
康
を
守

る
会
」
や
「
消

費
税
を
な
く
す

会
」
の
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

宮
本
百
合
子

古
在
家
（
由
直
、

由
重
、
豊
樹
ら
）

の
別
荘
跡
地
も
あ

り
、
宮
本
百
合
子

の
関
わ
り
は
由
重

氏
に
あ
る
。
ま
た

林
芙
美
子
の
『
放

浪
記
』
の
所
縁
の

地
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事

跡
を
《
地
域
資
源
》

と
し
て
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
よ
る

観
光
整
備
も
大
事

と
い
え
る
。
そ
の

一
つ
を
こ
の
地
に

私
財
に
よ
り
市
民

と
し
て
行
っ
た
沼

波
勇
一
氏
に
感
謝
し
、
冥
福
を

祈
ら
せ
て
頂
く
。
ま
た
、
こ
の

地
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
先
端
地
に
な
る
こ
と
を

願
い
た
い
。


